
 

 

 

 

新規事業評価調書 

 

【海岸・港湾事業】 

 

福良港海岸 

湾口防波堤 

 

 

  

 

県土整備部 

土木局 港湾課 

 

 



 

 

投資事業評価調書（新規）  
部課室名 

県土整備部土木局 

港湾課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 
港湾課長 土江 明 

(整備班海岸･防災担当主幹 家永薫) 
内線 

4440 

(4452)  
事業 
種目 

事業名 事業区間 総事業費 
内用地 
補償費 

着手予定 
年度 

完了予定 
年度 

海岸 

港湾 

事業 

福良港海岸（湾口防波堤） 

整備事業 
南あわじ市 

福良 
60 億円 0.1 億円 平成 28 年度 平成 35 年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

淡路島の南部に位置する福良港は、人口・資産が密集し沿岸

は観光や漁業、造船に利用されており防護に関する必要性が非

常に高い地区である。当地区は南海トラフ地震の震源地に近く、

津波高が著しく高い地域であり、大きな浸水被害が想定されて

いる。津波防災インフラ整備計画においてレベル 1 津波は避難

を前提に浸水被害の軽減、レベル 2 津波は水位をレベル１津波

並みに低減し、浸水被害を軽減する目的で湾口防波堤(L=1,100m 

水門 1基含む)を整備する。 

 

湾口防波堤：1,100m（水門 1基含む） 

高潮対策事業（海岸） 

防波堤新設 340m 

防波堤嵩上 425m 

水門 1 基( 110m 取付部含む) 

【負担割合】国：50％ 県：50％ 

港整備交付金事業（港湾） 

防波堤嵩上 225m 

【負担割合】国：40％ 県：60％ 

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 

 

 

①南海トラフ地震発生から約50分で津波が到達する福良地区一帯では、レベル１津波 

（T.P.+5.3m(湾内最大値)）で95ha、レベル2津波（T.P.+8.1m(湾内最大値)）で119haの浸

水域が広がり、甚大な被害が想定される。 

②福良港は甚大な浸水被害が想定されていることから「津波防災インフラ整備計画

(H27.6.1策定)」において重点整備地区に位置付けている。 

(2)有効性 

・効率性 

 

 

 
(執行環境状況) 

①費用便益比 B/C=7.6 

②湾口防波堤(水門含む)を整備することにより、福良地区での浸水被害を軽減すること
が可能である。 

○レベル1津波（発生頻度が高い津波） 
・堤内地の浸水面積を約5割縮減（95ha→50ha） 
・人家部の浸水深を概ね1m未満に低減 
○レベル2津波（最大クラスの津波）   
・堤内地の浸水面積を約2割縮減（119ha→91ha） 

③有識者や地元代表者、漁業関係者、行政等で構成する『福良港湾口防波堤整備検討
委員会(H25-26)』を設置し、湾口防波堤の構造形式、設置位置等の合意形成を図
った。 

④福良地区は津波防災日本一のまちづくりを目指し、地域が主体となった防災まちづ
くりに取り組んでおり、湾口防波堤整備の強い地元要望もあることから、円滑な事
業執行に向けた協力体制は整っている。 

(3)環境適合性 

 

①福良地区は瀬戸内海国立公園内にあり、既存構造物を有効活用することで景観や自然環 

境等への影響を最小限に抑える。 

②湾口防波堤整備後の水質シミュレーションによれば、影響は極めて小さい。 

③湾口防波堤整備後も水門整備等により航路幅を確保しており、漁船、観潮船等の船舶航行

に大きな支障は無い。 

(4)優先性 ①南海トラフ地震の 10 年以内の発生確率が 20%程度と想定されており、将来の発生確

率はさらに高まる（30年以内：70%程度、50年以内：90%程度）。 

②福良地区は県内でも非常に津波高が高く、到達時間も短いため甚大な被害が想定され

ており、早期に着手する必要がある。 

 

【事後評価】 

対象・対象外 

①地域住民の津波被害軽減に対する安心度 

 

 

海岸-１ 



位置図

平面図

海岸-２

南
あ
わ
じ
市

湾口防波堤 1,100m（水門1基含む）

事業箇所

L1津波における浸水想定区域（対策前）



水門設置

津波防災ステーション

洲 崎

煙 島

＜凡例＞
：重力式防波堤(新設)
：既設防波堤の嵩上げ
：水門(新設)

【嵩上げ区間】
既設防波堤の上部にコンクリートを打設し、防波堤の嵩上げを行う。

T.P.+5.5ｍ

T.P.2.7ｍ
(既設天端高)

港外側 港内側

嵩上げ
(2.8m)

【水門区間】
水門を設置し、発災時には閉鎖することで津波
の進入を防ぐ。

T.P.+5.5ｍ T.P.+5.5ｍ

20ｍ

水深2ｍ以上

20ｍ

【新設区間】
既設防波堤の開口部に重力式防波堤を設
置する。

港外側
T.P.+5.5ｍ

港内側

計 画 断 面 図

全 体 計 画 図

海岸-３

L1津波高T.P.+5.3（湾内最大値）
L2津波高T.P.+8.1（湾内最大値）

観光

福良地区人口 約5,200人

漁業

造船業

人口・資産密集地



湾口防波堤効果(L1津波)

海岸-６

②L1津波時（安政南海地震）

湾口
防波堤

T.P.+2.4m

地盤高 T.P.+1.1m

T.P.+5.3m

防潮堤

※ 2.4m (防潮堤高さ)≒ 2.95m (現況高さ)－ 0.14m( 液状化沈下量)－ 0.37m(地殻沈降量)
※ 1.1m (地盤高)≒ 1.50m (現況高さ)－ 0.37m(地殻沈降量)

浸水深 1m未満
T.P.+2.8m

※浸水深が1.0m未満であることから、木造住宅に被害が出ない
※津波を防御するためには、1.0m程度のかさ上げが必要

越流水深 0.4ｍ

T.P.+5.3m ▽

津波浸水想定図

津波高低減効果図

①湾口防波堤整備後（地震なし）

防潮堤

湾口
防波堤

T.P.+2.95m

地盤高 T.P.+1.5m

設計高潮位(H.H.W.L)
T.P.+2.35m

T.P.+5.5m

①湾口防波堤整備後（常時）

②L1津波時（安政南海地震時）

海岸-４

浸水面積 95ha 浸水面積 50ha

地殻沈降量
0.4m



湾口防波堤効果(L2津波)

海岸-５

①湾口防波堤整備後（地震なし）

防潮堤

湾口
防波堤

T.P.+2.95m

地盤高 T.P.+1.5m

設計高潮位(H.H.W.L)
T.P.+2.35m

T.P.+5.5m

津波浸水想定図

津波高低減効果図

③L2津波時（南海トラフ巨大地震）

湾口
防波堤

浸水深 2～3m

T.P.+2.0m

地盤高 T.P.+1.0m

T.P.+8.1m

防潮堤

越流水深 2.5ｍ

T.P.+4.5m

T.P.+8.1m ▽

①湾口防波堤整備後（常時）

②L2津波時（南海トラフ巨大地震時）

浸水面積 119ha 浸水面積 91ha

地殻沈降量
0.5m



福良が目指す津波防災まちづくり

【高台プレパーク・プロジェクト】

海岸-６

普段から高台で遊ぶこ
とで津波避難場所を子
供達に認識して貰う取
り組み

【福良路地裏探訪】

福良の町の魅力である
神社・仏閣や津波防災
に取り組む福良の避難
路、避難場所、予測津
波高等を学ぶ”まち歩
き”

【福良うずまるフェスタ】

南海トラフ巨大地震へ
の備えに対する住民
意識の醸成と「福良港
津波防災ステーショ
ン」を利用した福良地
区の活性化を図るイベ
ント

【津波防災と地域活性化の両立】
福良のまちで既に行われている商業、観光、
教育、文化歴史など様々な活動に津波防災
の取り組みを加えることで、津波防災と地域
活性化の両立を目指す

【福良版津波避難七ヶ条】

観光

暮らし

教育



１．スケジュール 

工種 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 

湾口防波堤 

（既設嵩上） 

        

湾口防波堤 

（新設） 

        

水門 
 

 

       

 

２．事業効果について 

（１）費用対効果 

①便益（Ｂ）の項目 
１）便益＝湾口防波堤を整備することによる被害軽減期待額「一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所資

産、農漁家資産等）＋公共土木施設等被害＋公益事業等被害額」を現在価値化 

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化 

 
海岸事業の費用便益分析指針（改訂版） 海岸関係4省庁（平成16年6月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠 

便益（Ｂ） 費用（Ｃ） 
Ｂ／Ｃ 総便益費 

（百万円） 
代表的な効果 

総費用 
（百万円） 

事業費 
（百万円） 

維持管理費 
（百万円） 

41,339 

 

津波による浸水被害の軽減 

  浸水面積 95ha→50ha   
5,423.9 4,953 470.9 7.62 

 
 
 
（２）費用対効果に含まれない効果 

 

・10m 四方のメッシュに分割 

・メッシュごとに、資産（戸数、事業所数、面積

など）、地盤高を設定 

・津波の氾濫解析を実施 

・メッシュデータと津波浸水シミュレーション結果より被害額を算定 

・地震の発生確率、被害軽減額を算定 

・被害軽減額から算定される便益と費用を現在価値化して

費用便益比を算定 

＜凡例＞ 
 

実施計画 

・生態系の存続効果 

・体験学習・環境学習の場の維持効果 

海岸-７ 

地形データのモデル化 

各メッシュの資産、地盤標高の設定 

津波浸水シミュレーションの実施 

浸水区域内資産額の算定 

被害軽減期待額の算定 

費用便益比 



 

 

  
 

 

海岸事業の効果 
 

 

        対象事業：海岸事業 福良港 

 

（１）費用対効果                                

評価の視点 効 果 項 目 (費用対効果の便益内容) 

治水安全度の向上 

 

 

浸水被害の軽減 

・一般資産被害 

 (家屋、家庭用品、事業所資産、 

 農漁家資産等) 

・公共土木施設等被害、公益事業等被害額 

 

 

（２）費用対効果に含まれない効果                                 

評価の視点 効果項目 
 

該当する事業内容等 

生態系の保全 生態系の存続効果 
 

○ 
・平常時は、水門が開門しているため、生態系への

影響は小さい。 

レクリエーション

等利用 
体験学習・環境学習の場の維持効果 ○ 

・津波防災ステーションには約 1500 人/月が来場し

ており、湾口防波堤により福良港の津波被害を減

らす取り組みを紹介するコーナーを設置する等、

今後も津波防災の体験学習の場として、充実させ

ることが可能 

                              ※○印は当該事業効果の主な項目 

 

 

（３）地域からの要望状況                                

要望状況等 

① 平成 26 年度の淡路市長会による県政要望会において、南あわじ市長から湾口防波堤の整備

推進を求める要望が出されている。 

② 地元自治会長や漁協組合長から、湾口防波堤の早期整備を求める強い要望があった。 

 

 

 

海岸-８ 


